




　生命倫理
　bioethics［英］

　生命倫理という語で指し示される範囲の事
柄は広く長い歴史をもっている。たとえば、堕胎
（人工妊娠中絶）や間引き、死刑や自殺や安楽
死の是非、病気の弱者の処遇といった問題は、
近代以前の社会でもそれに対する意見が分か
れ、是非が論じられてきた事柄だった。これらは
人間の条件が強いる問いで、いわば人類永遠
の問題と言えるかもしれない。まとまった言説
や学知の形をとるかどうかは別として、こうした
問題をめぐる思考や態度は人類の諸文化でさ
まざまに形づくられてきた。
だが、近代化とともに人権の意識が高まり、さら
に近代の医療や制度の影響力が増してくるにし
たがって、死生の分かれ目や身体への介入に関
する意志決定が討議や考察の対象となってく
る機会が増えてくる。「生命倫理」という言葉は、
こうした傾向を受けて形づくられる。20世紀の
最後の数十年は、生命科学と医療技術の発展
が著しく、また、人権をめぐる意識が高まったこ
ともあって、生命倫理の考察が切実に求められ
るようになってきた。こうした変化を受けて、
1970年頃からは「生命倫理（学）」が学問分野
としての形を整え、教育や研究の場も次第に充
実するようになる。中にはなかなか解決の難し
い問題も多く、一般市民も巻き込んで長期にわ
たる論戦が行われるようにもなった。
　こうした生命倫理問題に対して、宗教はしば
しば大きな関心を寄せてきた。教義的な伝統に
基づく死生観に基づいて、現代的な個人の自由
に任せる立場からは是とされる事柄に宗教集
団が反対を唱える例も目立つ。また、特定の宗
教集団からではないが、文化的伝統を意識した
発言の中に宗教的な考え方が含みこまれるよ

うなこともある。特定の宗教集団によらないと
いう立場で価値観を表明するのだが、他と異
なるある思考様式が価値判断の前提として強
く前面に押し出される。そこに宗教的な思考
法を見るのが無理ではない場合である。前者
の代表例は、人工妊娠中絶の是非をめぐる議
論であり、後者の代表例は、日本における脳
死・臓器移植をめぐる議論だろう。
　米国を中心に欧米社会で人工妊娠中絶
（堕胎）の是非が大きな論争の題材となるの
は、1960年代のことである。19世紀半ば以
来禁止されてきた中絶を合法化しようとする
動きが強まってくる。やがて、中絶をするかど
うかを決めることは女性の権利だとする考え
方が力をもつようになる。これはちょうど、学
問的な体系性をもった生命倫理の議論が成
立してくる時期と重なった。そもそも生命倫理
学は医師による人体実験から患者を守ること
が重要な動機となって成立したものであり、
生命倫理学にとって「自己決定」は中核をなす
原理と考えられた。これがフェミニズムの潮流
と結びつき、中絶の問題は女性の人権（産む
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生命に介入する医師が弱い立場に置かれる
患者の意志をまず尊重すべきことが説かれる
。他方、患者の利益を守ろうとすることによっ
て、医師が実は弱い立場の生命を侵害したり
、人間の生死の限界とされてきたものを越え
てしまうという事態も生ずるようになった。現
代の生命倫理問題が宗教的、あるいはスピリ
チュアルなものにふれるのは、そのような事態
に関わっている。　　　　　　　 [島薗進]
●参考文献　加藤尚武，飯田亘之編『バイオエシッ
クスの基礎̶欧米の「生命倫理」論』東海大学出版
会，1988年．／山崎広光『〈いのち〉論のエチカ̶生
と死についての23講』北樹出版1995年.
　ジェンダー論と宗教
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　ダライラマ14世
　現代チベットの仏教の指導者
　　Ta'la'i bla ma sku phreng bcu bzhi pa　[蔵]，
　1935年～

　「ダライラマ」とは1578年にモンゴルの部族
長アルタン・ハンがチベット仏教ゲルク派の指
導者ソナム・ギャツォに送った称号であり、「大
海の師」の意である。チベットを教化する観音
菩薩の化身とされ、この地位は世襲によらず転
世ラマ制度によって次代に受け継がれる。
1642年以降のダライラマはチベットの聖俗両
権の長であり、ダライラマが最高指導者を務め
たラサ政権（ガンデン・ポタン）はほぼ現在のチ
ベット自治区に相当するウ・ツァン地方及びカ
ムのチャムド地区を支配したが、チベット仏教
の最高指導者としての宗教的権威は今なお広
大なチベット仏教圏全域に及んでいる。
　14代目のテンジン・ギャツォ(bstan 'dzin 
rgya mtso)は1935年にアムド地方タクツェ
ル村（現在の青海省平安県タクツェル村）に富
裕な農民の子として生れた。幼名をラモ・トンド
ゥプという。当時、青海は回族の馬軍閥の支配
下にあったが、ラサから来た高僧たちによって
死亡したダライラマ13世の転世者として認定
され、1940年にラサのポタラ宮で即位した。選
定から即位までの過程において、中華民国政府

『宗教の復讐』
　グローバル化する世界での
　宗教復興を分析
　Gilles Kepel, La revanche de dieu: chretiens, juifs et 
　　musulmans a la reconquete du monde. Paris: 
Seuil, 
　1991.
　訳書／中島ひかる訳，晶文社，1992年

　フランスの社会学者、政治学者ジル・ケペル
の著書。原題は「神の復讐」、サブタイトルは「世
界の再征服に乗り出すキリスト教徒、ユダヤ教
徒、イスラーム教徒」。ジル・ケペル（1955年生
まれ）はイスラーム研究者として世界的に著名
である。本書は、1970年代以降に顕著になっ
た宗教復興ないしは宗教再利用の諸相を、政治
との接点において捉えようという視点から書か
れている。1970年代が政治と宗教の関係にと
っての転回点をなす10年と位置づけられる。イ
スラーム世界では、1973年の石油ショックをき
っかけに、社会改革の拠り所が、それまでのマル
クス主義からイスラーム主義へと転換したとす
る。スンニー派世界における再イスラーム化運
動が、当初ことごとく失敗したのに対し、ホメイ
ニー師に率いられたシーア派イランは一定の成
果を収めた。だが、1980年代後半からは、国家
の再イスラーム化よりも、むしろ個人の再イスラ
ーム化を優先させようとする新たな段階が始ま
っ た と す る 。
　西欧カトリック世界では、第2ヴァチカン公会
議（1962～65年）以後、現代化が着手された

　オンライン伝道
　　online ministry［英］　インターネットなどのコンピュータネットワー

クを利用し、伝道・布教活動を行うことを指す。

担い手の多くは、既存の宗教教団や寺院、教会

などが占める。また、信者が自らの信仰を布教

するためにオンライン伝道を行う場合もある。

　インターネット普及以前、パソコン通信によ

るオンライン伝道は、費用の面においても、技術

の面においても困難が多く、特殊な集団の中で

のみ利用されていた。国内においては1991年

にオウム真理教が初めてパソコン通信を宗教

伝道に利用した。社会からの非難を浴び始めて

いた同教は、出版やラジオ放送などのように第

三者から影響を受けることのない伝道方法とし

て、パソコン通信を独自に活用した。ここでは、

教義に対して興味をもちながら自由に批判的

意見を交わすなど、信者と非信者の中間的コミ

　　　　　　La revanche de dieu: chretiens, juifs et 　　
musulmans a la reconquete du monde. 
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分野と項目例（全体は分類に関係なく50音順に配列されま

す）

●用語
悪魔／アニメと宗教／イスラーム原理主義／イニシエーション
／癒しと宗教／インターネットと宗教／占い／エキュメニズム／
エンバーミング／オーディエンスカルト／オカルト／オリエンタリ
ズム／オンライン伝道／ガイア／カシミール紛争／神／カリス
マ／カルト／気功／北アイルランド紛争／教会／教祖／教典／
キリスト教原理主義／偶像崇拝／クリスマス／グル／グローバ
ル化と宗教／啓示／穢れ／現象学的社会学／公共圏と宗教問
題／公共宗教／国教／コミュナリズム／コンピュータゲームと
宗教／サイバー宗教／散骨・自然葬／ジェンダー論と宗教／シ
オニズム／地獄／市民宗教／シャーマン／宗教教育／宗教協
力／宗教結社／宗教建築／宗教人口／宗教多元主義／宗教的
ナショナリズム／宗教の定義／宗教紛争／宗教法／宗教ボラン
ティア／修道会／修道士／終末論／呪術／巡礼／情報化と宗
教／信教自由／神義論／シンクレティズム／新宗教／神智学／
神話／スーフィズム／スティグマ／スピリチュアリティ／政教分
離／聖書／精神世界／精神分析と宗教／聖地／聖典／生命倫
理／世俗化／セラピー／千年王国運動／相対的剥奪／ターミ
ナル・ケア／対抗文化／代替医療／タオ／多国籍宗教／脱会カ
ウンセリング／タブー／タリバン／タントリズム／チャーチ・セク
ト論／チャネリング／超常現象／超能力／手かざし／デノミネ
ーション／テレビ伝道／天国／天使／トランスパーソナル／トリ
ックスター／ニューエイジ運動／ニューサイエンス／入信理論／
ニューソート／ネオ・シンクレティズム／ネオ・ブッディズム／バ
ーチャル宗教／ハラール／ハルマゲドン／パレスチナ問題／バレ
ンタインデー／反カルト運動／般若心経／ヒーリング／ヒンドゥ
ー原理主義／ファンダメンタリズム／風水／復活祭／ブラックム
スリム／法華経／ホスピス／仏（ほとけ）／マインドコントロール
／ミサ／水子供養／ミッション／民族宗教／民俗信仰／無神論
／無宗教／メシア／モスク／厄年／靖国問題／ユーゴスラビア
紛争／ＵＦOカルト／ユダヤ教原理主義／ヨガ／予言／ライシ
テ ／ ラ ビ ／ ラ マ ダ ー ン ／ 輪 廻 転 生
／霊術／ローマ教皇　ほか

●外国の宗教　
アーミッシュ／アフリカ独立教会／アルメニア教会／イギリス国
教会／イスラーム／エホバの証人／オーソドクス／オプス･ディ
／解放の神学／救世軍／キリスト教／キリスト教科学／キンバ
ング運動／コプト教会／サイエントロジー／シーア派／シク教
／ジャイナ教／儒教／純福音教会／上座仏教／新儒家／人民
寺院／スンニー派／曹渓宗／ゾロアスター教／大乗仏教／太
陽寺院／タンマガーイ寺／チベット仏教／ＴＭ（超越的瞑想）／
統一教会（世界統一神霊協会）／東学／道教／東方典礼カトリ
ック／バハーイ教／バプティスト派／ハレークリシュナ／ヒンド
ゥー教／ブードゥー教／仏教／プロテスタント／ヘブンズゲート
／ペンテコステ派／ホアハオ教／法輪功／末日聖徒イエス・キリ

スト教会／マロン派／メソディズム／ユダヤ教／ラエリアン運動
／ ラ ジ ニ ー シ 運 動 ／ ラス タファリ 運 動 ／ ロ ー
マ・カトリック／ロシア正教　ほか

●日本の宗教　
熱田神宮／出雲大社／伊勢神宮／円応教／オウム真理教／大
本／黒住教／顕正会／幸福の科学／護国神社／金光教
／ＧＬＡ／修験道／浄土宗／浄土真宗／浄土真宗親鸞会／真
言宗／神道／真如苑／崇教真光／生長の家／世界救世教／善
隣教／創価学会／曹洞宗／大宰府天満宮／天理教／日蓮宗／
日蓮正宗／日本基督教団／日本聖公会／日本ハリストス正教会
／ＰＬ教団／妙智會／明治神宮／立正佼成会／霊友会／臨済
宗 　 ほ か

●関連組織　
アメリカ宗教学会／カトリック中央協議会／神社本庁／新日本
宗教団体連合会／世界宗教者平和会議／全日本仏教会／日本
キ
リスト教連合会／日本宗教学会／比叡山宗教サミット　ほか

●外国人宗教家　
アンベードカル／イエス・キリスト／キング牧師／サイババ／シ
ュタイナー／ダライラマ14世／ブッダ／ホメイニー／マザー・テ
レ ザ ／ ム ハ
ンマド／ヨハネパウロ2世　ほか

●日本人宗教家　
井上円了／賀川豊彦／鈴木大拙／庭野日敬／藤井日達／牧口
常三郎／御木徳近／山田恵諦／山田無文／山室軍平　ほか

●外国人宗教研究者　
インガー／ウィルソン／ウェーバー／エリアーデ／エルツ／オデ
ィ／カスタネダ／ギアツ／コックス／サイード／ジンメル／スタ
ーク／デュルケム／ドベラーレ／トレルチ／ニーバー／バーガー
／パーソンズ／フェスティンガー／フロイト／ベックフォード／
ベラー／マックファーランド／モース／ユベール／ユルゲンスマ
イヤー／ユング／ランテルナーリ／リップ／ルーマン／ルックマ
ン ／ ロ バ ー ト ソ ン ／ ワ ー ス レ イ
／ワッハ　ほか

●日本人宗教研究者　
姉崎正治／井筒俊彦／折口信夫／河野省三／岸本英夫／中村
元／古野清人／堀一郎／村上重良／柳川啓一／柳田国男　ほ
か

●外国語文献　
神々のラッシュアワー／儀礼の過程／近代世界の公共宗教／構
造としての神／心の習慣／グローバリゼーション／虐げられた
者の宗教／宗教社会学／宗教生活の原初形態／宗教セクト／
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